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早まる日没 事故に気を付けて

日が短くなりました
夕暮れの、自転車・歩行者、交差点に十分注意しましょう

あわてるな 急ぐ気持ちに ブレーキを

薄暮時、夜間事故の防止
点灯せ 生死を分ける ハイビーム

○ 早目のライト点灯で自車を目立たせましょう
○ 夜間走行時はハイビームが基本（ライトをこまめに切り替え、危険を早期に発見）
○ 歩行者に注意しましょう（右側から横断してくる歩行者は発見が遅れるので注意）

高齢者の乱横断（横断歩道のないところを渡る）
優先道路でも、危険予測・防衛運転を・・・しましょう

【事業用トラックの重点項目】
① 追突事故の防止
② 交差点事故の防止
③ 飲酒運転の根絶

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

○ 積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○ 鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

敷き鉄板の積み下ろし作業時
ユニック作業に注意しましょう

○ 「吊り下」には 、絶対、絶対・・・・・入らないこと
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検
○ 手・足の挟まれ事故にも注意

夜６時 路線バスにはねられ
横断していた男性、一時意識不明

◇夜間・・・ヘッドライトはハイビームが基本、早期発見 事故防止◇
２０１９年１０月０４日 １０時１９分

３日午後６時２０分すぎ、岩手県で、道路を横断していた会社員男性（４７）がバス停に向かっていた路線バスには
ねられ、頭などを強く打って一時、意識不明となりましたが、その後、意識は回復。警察はバスを運転していた
６０代の男性運転手から話を聞くなどして事故の詳しい状況を調べています。

夜８時 信号交差点 横断中の女性はねられる
はねた車の後ろを走っていた男性は、車を降りて、女性を介抱していた

さらに…後ろから来た…軽乗用車に２人ともはねられ、
女性は死亡、男性は骨折の大けが

◇前方で何が起こるかわかりません･･･スピードダウンと車間距離◇
２０１９／１０／４（金） １０：４６

２日午後８時ごろ、富山県の信号のある交差点で、道路を渡っていた女性（７８）が車にはねられました。女性を
はねた乗用車の後ろを走っていて、事故を目撃した男性会社員（６６）が車から降りて女性を介抱していたところ
、後ろからきた軽乗用車に女性とともにはねられました。女性は病院に運ばれましたが、およそ３時間後に死亡
。介抱していた男性は左足の骨などを折る大けがをしました。

深夜３時 通勤途中の車にはねられ
横断歩道を渡っていた男性死亡

◇夜間・・・ヘッドライトはハイビームが基本、早期発見 事故防止◇
２０１９／１０／３ ９：２４

３日午前３時３５分ごろ、栃木県の県道で、会社員男性（４５）が運転する乗用車が、歩いて横断歩道を通行中の無
職男性（５８）と衝突。歩行の男性は搬送先の病院で死亡が確認された。警察によると、会社員男性は通勤途中で
、左から横断していた男性と衝突した。

湧別 伐採作業中の男性死亡
◇作業中は、前後左右、周囲の安全確認と「逃げ場」の確保◇

２０１９／１０／０４ ００：２８
３日午後６時ころ、オホーツク管内湧別町開盛の山林で、伐採作業をしていた無職男性（７８）が倒れているのを

家族が発見し、遠軽署に通報した。現場に駆けつけた救急隊員が男性の死亡を確認した。男性は１人でチェーン
ソーを使って作業をしていて、腕などを負傷。近くには長さ１４．５メートル、直径３９センチの木が倒れていた。


